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	日　時
	2019年10月20日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター第2研修室
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	講　演　者

	　合同会社グリーンラボラトリー代表社員 藤田彩夏 氏　NPO法人農楽マッチ勉強会理事長 山本 文則 氏

	タイトル
	【グリーンラボラトリー地域活性化の取組】

	内容
	藤田 彩夏 氏

２０１７年から、農村資源を活かした地域活性化を支援する事業として、大阪の梅田

グランフロント等の都市部で、マルシェ（市場）の企画運営を行っておられます。マルシェに

出される商品は全て、大阪近郊（遠方からだと岡山県の農家も参加）の農家さんが生産され

た季節野菜・米等で、生産者が直接消費者に販売する形態という事です。

生産者のこだわりや想いを、買い物に来た消費者に対して、会話の中で伝えられるという特

徴があり、生産者と消費者と両方にとって魅力のある場所として活況となっているという紹

介がありました。

農家にとっては競合との差別化に対する意識の高まりに繋がり、消費者にとってはより良い

購買体験が可能という事です。本年度は大阪城でのマルシェも実施されたとの事で、今後は

大阪で一番大きいマルシェを大阪城で開催出来るよう挑戦されるとの事でした。

又、企業に対するサポートも積極的に行っておられ、南海電鉄とコラボしたマルシェを企画。

各沿線で駅マルシェを開催し、各沿線地域の豊かさを発信し活性化の支援にご尽力されてい

ます。又、自治体へのコンサルティング事業の具体的な取組についても分かり易く解説いた

だきました。


　山本 文則 氏
農業経営に関する現状についてご講演頂きました。

法務的な内容に関して、「２０２２年問題（生産緑地法）」を取り上げられました。

生産緑地法では、税制面で優遇される反面３０年間の営農義務が課せられます。

その期間はその土地を農地として維持しなければならず、２０２２年に産緑地法の指定を受

けた農地がその期限を迎えるので、売りに出される土地が増加し、地価が下がる可能性があ

るとの事でした。

又、近年では日本の農家の数は右肩下がりであるが、若手農家の世代では増収増益を続けて

いる所が増えてきているとの事でした。農家では一般企業に比べて、税制や資金融資の面で

一定のメリットがあるとの事で、具体的な内容や事例をご紹介いただきました。

金融機関から大きな融資を受けて設備投資を行って観光農園を運営されている若手農家も

おられるそうです。さらに、新規で農家への転職や企業する若手人材も増加傾向との事でした。

。その後、日本の食品・農産物の流通の変化についても分かりやすく解説頂きました。
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